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概要

⽤語の変更

定義の変更（第3条）
・違反補助⼿段

各ラウンドへの進出者の決定時期の明確化（第35条、第71条、第103条）

スピード決勝ラウンドの順位決定⽅法
・各ステージでの敗者の順位決定⽅法（第113条）
・同着解消の追加レース後も同着だった場合の勝者決定⽅法（第107条）
・途中で中⽌された場合の勝者同⼠の順位決定⽅法（第114条）

ボルダー&リード種⽬の競技規則追加
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⽤語の変更

種⽬名の変更

ボルダリング → ボルダー
変更の経緯
・IF競技規則では、2019シーズンより「ボルダー」という名称に変更
・国内では種⽬名として「ボルダリング」が定着していたため、そのまま使⽤
・オリンピックでは英語、⽇本語ともに「ボルダリング」を使⽤
・パリ五輪における新種⽬の名称が、ボルダリングとリードの2種⽬複合の
「Boulder&Lead（ボルダー&リード）」となったことから、単種⽬における
「ボルダリング」と複合種⽬における「ボルダー」が同⼀の種⽬ではないとい
うミスリードを防ぐべく、国内における種⽬名を「ボルダリング」から「ボル
ダー」に変更した



公益社団法⼈⽇本⼭岳・スポーツクライミング協会 Japan Mountaineering & Sport Climbing Association

定義の変更

違反補助⼿段（第3条第1項第4号）

「⼿や⾜で⽤いる」から「⾝体の⼀部で⽤いる」に変更

⼿で⽤いる ⾝体の⼀部で⽤いる
クライミング⾯およびストラクチャー
上の「Tナット」を埋め込むための⽳

⿊⾊のテープで明⽰された使⽤禁⽌と
して限定された箇所（デマケーショ
ン）
広告および課題番号等の情報を表⽰す
るためのプレート類
クライミング⾯が途切れている縁
ボルトハンガー
プロテクション・ポイントまたはクラ
イミングロープ



公益社団法⼈⽇本⼭岳・スポーツクライミング協会 Japan Mountaineering & Sport Climbing Association

各ラウンドへの進出者の決定時期の明確化

リード、ボルダー（第35条第3項、第71条第3項）
「各ラウンドへの進出者は、前ラウンドの公式成績に対するすべての抗議へ

の判定が下された時点での、最上位の選⼿から充てるものとする。」

スピード（第103条第3項）
「決勝の最初のステージでの競技順および各レースの組み合わせは、予選の

公式成績に対するすべての抗議への判定が下された時点で確定する。」

・「公式成績が発表され、抗議の処理が終わった時点」でのリザルトに基づい
て次のラウンドの競技順を作成する。
・「公式成績が発表され、抗議の処理が終わった時点」より後に、選⼿が失
格となる、棄権するといった事象が発⽣しても、次ラウンドへの進出者の繰り
上げや競技順の修正は発⽣しないことが明確になった。
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スピード決勝ラウンドの順位決定⽅法

決勝ラウンドの各ステージでの敗者の順位決定⽅法の変遷

〜2021シーズン
負けたステージでのクライミングタイムによって決定

2022シーズン
予選順位で決定（負けたステージでのタイムは考慮しない）
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スピード決勝ラウンドの順位決定⽅法

〜2021シーズン
各ステージの敗者は、負けたステージでのクライミングタイムによって決定
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スピード決勝ラウンドの順位決定⽅法

2022シーズン
予選順位で決定（負けたステージでのタイムは考慮しない）



公益社団法⼈⽇本⼭岳・スポーツクライミング協会 Japan Mountaineering & Sport Climbing Association

スピード決勝ラウンドの順位決定⽅法

2023シーズン
負けた時点での、その競技会を通して⼀番良いクライミングタイムで決定

※プラクティスタイムは含まない

変更理由
・負けてしまうと決勝でのタイムが順位に反映されない

→決勝でのベストパフォーマンスが⾒られない
・すべてのレースでレベルの⾼いパフォーマンスを⾒ることができる

第113条第1項第2号
選⼿は、最後にレースを⾏ったステージで順位を決定するものとし、各ス

テージ内では以下の順に順位を決定するものとする。
①当該ステージでの勝者
②第107条第2項第2号から第4号に該当する当該ステージでの敗者は、予選

順位の昇順と各選⼿が当該競技会のプラクティス・タイム以外でのすべての
レースで記録したクライミング・タイムを⽐較して決定する。
③第107条第2項第1号および第5号に該当する敗者
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スピード決勝ラウンドの順位決定⽅法

同着解消の追加レース後も同着だった場合の勝者決定⽅法（第107条第4項）

両⽅の選⼿が同じクライミング・タイムを記録した、あるいはクライミン
グ・タイムを記録しなかった場合は、不正スタートが発⽣した場合を除き、同
着を解消するための追加のレースを⾏う。追加レースの後、なお同着の場合は、
予選でより上位の選⼿を勝者と各選⼿が当該競技会のプラクティス・タイム以
外でのすべてのレースで記録したクライミング・タイムを⽐較し、勝者を決定
する。

途中で中⽌された場合の勝者同⼠の順位決定⽅法（第114条第2項）

決勝がいずれかのステージで中⽌された場合は、競技会は終了したものとみ
なし、最後に完了したステージで最終順位を算出するものとする。最後に完了
したステージのレースの勝者間の順位は、それぞれの予選順位各選⼿が当該競
技会のプラクティス・タイム以外でのすべてのレースで記録したクライミン
グ・タイムに基づいて決定する。


